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出会いの川、古隅田川

区内の水路を結び、うるおいのある

水辺のまちを作る水路ネットワーク。

その一環として、古隅田川親水水路の

整備をすすめていまし たが、昨年に続

いて、今年新たに2. 65㎞が完成しまし

た。

古隅田川は今、水と緑、そして出会

いの川として期待されています。

(
仮
称
)

古
隅
田
川

親
水
水
路
一

部
完
成

～
裏
門
堰
堀
・
元
隅
田
橋
付
近
～

昔
は
国
境
だ
っ
た

古

隅

田

川

近
代
に
は
、
雑
排
水
路
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
た
こ
の
川
。

し
か
し
、
江
戸
期
以
前
は
利
根
川
水

系
の
本
流
で
、
豊
か
な
水
量
の
川
で
し

た
。
武
蔵
国
と
下
総
国
の
国
境
の
川
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
か
な
り
広
い
川

幅
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
、
江
戸

期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
中
川
・
荒
川

の
河
川
整
備
に
よ
り
水
量
を
失
い
、
現

在
に
至
っ
て
は
、
川
と
い
う
に
は
程
遠

い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

元隅田橋から水路を散策すると河添公圃に

カ
モ
も
遊
び
に
く
る

裏

門

堰

堀

付

近

広
い
川
面
に
は
、コ
イ
や
キ
シ
ョ
ウ
ブ

な
ど
の
水
性
生
物
が
生
息
。
岸
に
は
、

雄
大
な
桜
や
柳
な
ど
の
樹
木
が
繁
り
、

み
ど
り
豊
か
な
水
路
で
す
。歩
行
者
は
、

水
路
に
張
り
出
し
た
木
製
の
デ
ッ
キ
の

上
を
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。上

流
部
に
は
、
水
辺
の
自
然
を
観
察
で
き

る
「
小
菅
万
葉
公
園
(
葛
飾
区
立
)
」
が

オ
ー
プ
ン
。
ま
た
、
ザ
リ
ガ
ニ
が
と
れ

る
「
五
反
野
親
水
緑
道
」
に
も
接
続
し

て
い
る
の
で
、
休
日
に
ゆ
っ
く
り
散
策

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

裏門堰 堀

小菅万葉公園

公
園
通

り
の

元

隅

田

橋

付

近

住
宅
街
を
抜
け
る
水
路
沿
い
に
は
、

団
地
や
学
校
。
公
園
が
続
き
、
生
活
に

密
着
し
た
通
り
と
な
っ
て
い
ます
。
通

勤
・
通
学
・
買
い
物
の
ち
ょ
つ
と
し
た

時
間
に
、
気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
の
で
は
…
。

目

ざ

す

は

出

会

い

の

川

古
隅
田
川
は
、
足
立
区
と
葛
飾
区
の

区
境
を
流
れ
る
川
で
す
。
街
路
整
備
に

伴
い
、多
く
の
橋
も
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
整
備
計
回
は
、
足
立
区
と
葛
飾

区
の
両
区
が
区
域
ご
と
に
分
担
し
て
共

同
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
親
水

水
路
の
整
備
に
よ
り
古
隅
田
川
は
、
両

区
民
の
出
会
い
・
交
流
・
や
す
ら
ぎ
の

場
と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今年 、足 立 区 施 行1. 8km 、葛 飾区 施 行0. 85
㎞ が 完 成 。昨 年 と 合 わ せ て3. 65 ㎞

とな り ま し た。全線 完 成 する と 約6. 5 ㎞
もの 親水 水 路 と なり ます 。

(仮称) 古隅田川親水水路案内図

古
隅
田
川
整
備
計
画
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

土
木
部
計
画
調
整
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

葦
立
ち

新

庁

舎

昭
和
6
1年
以
来
、
庁
舎
が
千
住

と
中
央
本
町
に
分
か
れ
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、こ
の
ほ

ど
新
し
い
庁
舎
が
完
成
し
、5
月
7

日
、
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

足
立
区
が
誕
生
し
て
以
来
、5
代

目
の
庁
舎
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

初
代
は
南
足
立
郡
役
所
を
そ
の

ま
ま
使
用
し
、2
代
は
戦
時
中
の

昭
和
1
9年
に
竣
工
し
た
も
の
の
、東

京
大
空
襲
で
焼
失
。3
代
は
戦
後

の
復
興
を
め
ざ
し
て
昭
和
2
3年

に
、4
代
は
経
済
成
長
と
人
口
増

の
中
、
昭
和
4
2年
に
開
庁
し
ま
し

た
。
庁
舎
は
足
立
区
の
発
展
と
と

も
に
衣
更
し
て
き
た
と
い
え
ま

す
。そ

し
て
5
代
目
。
高
齢
化
が
進

み
、
豊
か
さ
や
個
性
を
好
む
成
熟

社
会
と
な
る
で
あ
ろ
う
2
1世
紀
。

そ
ん
な
時
代
の
区
政
運
営
の
核
と

な
る
庁
舎
で
す
。
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、次
代
の
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
柱

と
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用

や
。
防
災
セ
ン
タ
ー
の
た
め
の
諸

設
備
な
ど
、
構
造
的
に
見
込
ま
ね

ぱ
な
似
な
い
も
の
は
十
分
配
慮
す

る
と
と
も
に
、区
民
広
場
と
し
て

の
機
能
を
合
わ
せ
も
つ
よ
う
に
し

ま
し
た
。

開
庁
に
あ
た
り
、こ
の
新
し
い

庁
舎
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
全
職
員
あ

げ
て
、住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
え

る
足
立
区
建
設
に
む
け
邁
進
す
る

決
意
を
新
た
に
し
て
お
ひ
ま
す
。

区
政
へ
の
か
わ
ら
ぬ
御
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

区
長
　古
性
直
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2
1世
紀
に
つ
な
ぐ
健
康
な
川
づ
く
り

荒
川

将
来
像
計
画
を

策

定

区
の
中
央
を
流
れ
る
荒
川
は
、
明
治

末
期
、
隅
田
川
の
二
度
に
わ
た
る
大
洪

水
を
契
機
と
し
て
洪
水
か
ら
町
を
守
る

た
め
に
掘
ら
れ
た
人
工
の
放
水
路
で

す
。
完
成
か
ら
約
7
0年
た
っ
た
現
在
、

区
民
に
と
っ
て
雄
大
な
自
然
の
中
に
身

を
置
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
空
間
で

あ
り
、
共
有
財
産
で
す
。
こ
の
荒
川
が

も
た
ら
す
自
然
の
恵
み
と
営
み
を
継
承

し
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
私
た

ち
の
責
務
と
も
い
え
ま
す
。

将
来
像
計
画
と
は

荒
川
を
管
理
す
る
建
設
省
と
足
立
区

や
沿
川
自
治
体
は
、
共
同
で
「
荒
川
の

将
来
を
考
え
る
協
議
会
」
を
つ
く
り
、

荒
川
の
望
ま
し
い
姿
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
説
明
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
計

画
案
を
公
表
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約

一
反
映
さ
せ
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で

す
。荒

川
将
来
像
計
画
は
、「
川
ら
し
さ
と

は
何
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
荒
川
ら

し
い
自
然
環
塊
の
保
全
と
創
出
、
節
度

あ
る
利
用
と
い
っ
た
、
荒
川
を
巡
る
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
調
整
し
、
荒
川
の

将
来
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
①
現
在
あ
る
ヨ
シ
原

な
ど
の
自
然
地
の
保
全
拡
大
を
図
る
②

自
然
地
、
芝
生
系
広
場
、
ス
ポ
ー
ツ
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
七
つ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

計
画
を
定
め
、
節
度
あ
る
利
用
を
促
す

③
洪
水
や
地
震
に
強
い
安
全
な
荒
川
を

つ
く
る
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
計
画
書
は
6
月
3
日
以
降
、

区
政
情
報
室
、
土
木
部
計
画
調
整
課
、

区
内
の
図
一
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま

た
、
区
政
情
報
室
で
は
、
販
売
も
し
ま

す
。新

し
い
川
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト

将
来
像
計
画
の
策
定
を
も
っ
て
荒
川

が
望
ま
し
い
姿
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
そ
の
実
現
に
向

け
て
行
動
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
区
民
の
皆
さ
ん
が
荒
川
に
関
心

を
持
ち
、
川
づ
く
り
へ
積
極
的
に
参
加

さ
れ
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
そ
こ

で
、
説
明
会
を
閧
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
=
7
月
3
日
(
水
)
、
午
後
7
時

場
所
=
区
役
所
1
3階
大
会
議
室

足
立
中
央
河
川

公
園
基
本
計
画

も
改
定
し
ま
す

琅
在
、区
が
設
置
管
理
し
て
い
る
公
園

緑
地
の
な
か
で
、
荒
川
が
し
め
る
割
合

は
約
四
分
の
一
あ
り
ま
す
。
こ
の
広
大

な
荒
川
を
区
の
中
央
河
川
公
園
と
し
て

位
置
付
け
、
そ
の
整
備
や
管
理
方
法
を

定
め
た
も
の
が
、
足
立
中
央
河
川
公
園

基
本
計
画
で
す
。
今
回
の
将
来
像
計
画

の
策
定
に
あ
わ
せ
て
、
足
立
中
央
河
川

公
園
基
本
計
画
の
見
直
し
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。改
定
作
業
終
了
後
、区
政
情
報

室
で
閲
覧
し
ま
す
。

■ 江北橋緑地右岸上流イメージ図

戦前は水泳教室や水泳場で
にぎわ った荒川 放水路

千
住
新
橋
緑
地

「
わ
ん
ど
広
場
」で
遊
ぼ
う

足
立
二
丁
目
地
先
の
河
川
敷
に
、
人

と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
「
わ
ん
ど

広
場
」
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
は
入
り
江

や
池
、
湿
地
や
原
っ
ぱ
が
広
が
り
一
年

を
と
お
し
て
、
昆
虫
採
集
や
野
鳥
観
察

な
ど
川
ら
し
い
自
然
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
場
所
=
千
代
田
線

鉄
橋
～
千
住
新
橋
間
(
荒
川
河
川
敷
左

岸
)
・
小
菅
駅
下
車
徒
歩
5
分

荒
川
将
来
像
計
画・
足
立
中
央
河
川
公
園

基
本
計
画
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

土
木
部
計
画
調
整
課
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

選
挙
豆
知
識

「
当
選
人
が
く
じ
で
決
ま
る
?
」

選
挙
は
公
職
選
挙
法
な
ど
の
法
令

に
も
と
づ
い
て
厳
正
・
公
平
に
行
う

も
の
で
す
。
こ
う
し
た
手
続
き
の
な

か
で
も
、最
も
重
要
な
当
選
人
の
決
足

を
く
じ
に
よ
っ
て
行
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
通
常
は
、

当
選
人
の
決
定
は
得
票
数
の
多
い
者

か
ら
順
次
そ
の
選
挙
の
定
数
に
達
す

る
ま
で
の
者
を
当
選
人
と
し
ま
す
。

た
ま
た
ま
、
最
下
位
で
当
選
人
と
な

る
べ
き
得
票
数
を
得
た
同
点
得
票
者

が
2
人
以
上
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

(区
長
選
挙
な
ど
定
数
が
I
の
と
き

は
。
最
高
得
票
を
得
た
者
の
得
票
数

が
同
じ
場
合
)
。

こ
う
し
た
場
合
、
か
つ
て
は
年
長

者
を
当
選
人
と
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
2
2年
以
降
は
、
選

挙
会
(
開
票
)
に
お
い
て
選
挙
長
が

く
じ
を
ひ
い
て
当
選
人
を
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

自 転 車 放 置 禁 止区 域

関屋駅・牛田駅周辺
自
転
車
は
便
利
な
乗

り
物
で
す
が
、
止
め

か
た
に
よ
っ
て
は
街

の
美
観
を
損
ね
緊
急

時
の
障
害
物
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
区

で
は
障
害
者
や
高
齢

者
、
子
供
が
安
心
し

て
歩
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
放
置

自
転
車
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
駅
周
辺

お
お
む
ね
崩
m
以
内
を
自
転
車
放
置

禁
止
区
域
に
指
定
し
、
禁
止
区
域
内

の
放
置
自
転
車
は
区
が
撒
去
し
て
自

転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
て
い
ま

す
。
自
転
車
を
引
き
取
る
時
は
2
千

円
を
徴
収
し
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2

ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
通
動
・
通
学

な
ど
で
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
自

転
車
置
き
場
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

足
立
郵
便
局
隣
の
関
屋
自
転
車
駐
車

場
は
一
日
利
用
も
で
き
ま
す
。
自
転

車
に
は
防
犯
登
録
を
す
る
と
と
も
に

必
ず
住
所
と
名
前
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

関
屋
自
転
車
駐
車
場
(
区
営
)
=
千

住
曙
町
4
2
1
1

(
3
8
7
9
)
2
3
2
5

放
置
自
転
車
移
送
先
=
中
央
本
町
移

送
所

足
立
4
-
1
6
-
1
9先

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

続
・
差
別
を
な
く
す
運
動
⑤

昭
和
4
0年
に
出
さ
れ
た
「
同
対
審
答

甲
」
の
精
神
を
実
現
す
る
た
め
、
昭
和
4
4

年
7
月
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
措
置
法
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
協
力
し
て
、
生
活
環
境
の
改
善
、

社
会
福
祉
の
増
進
、
産
業
の
振
興
、
職

業
の
安
定
、
教
育
の
充
実
、
人
権
擁
護

活
励
の
強
化
等
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
対
象
地
域
の
住
民
の
社
会
的
経
済

的
地
位
の
向
上
を
不
当
に
は
ぱ
ん
で
い

る
諸
要
因
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、

同
和
問
題
解
決
の
た
め
、
啓
発
普
及
活

励
を
は
じ
め
と
し
て
、
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
各
種
の
施

策
を
進
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
婚
や
就
職
差
別
、
差
別

文
書
の
発
行
な
ど
社
会
的
に
不
公
正
な

事
象
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
特
別
措
置
法
は
、1
0年

の
期
間
を
定
め
た
法
律
で
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
、
さ

ら
に
3
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当

へ
。

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
5
月
2
6
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
(
雨
天

の
場
合
、6
月
2
日
)
/
青
井
ふ
れ
あ

い
公
園
/
サ
ン
タ
の
会

森
田

(
3
8
8
0
)
6
6
3
7

☆
第
1
9
回
住
宅
デ
ー
5

月
2
6
日
(

日
)
、
午
前
9
時
1
午
後
3
時
/
区
内

約
7
0会
場
/
増
改
築
相
談
、包
丁
研
ぎ
、

親
子
工
作
教
室
ほ
か
/

無
料
/

佐
藤

(
3
8
5
4
)
5
4
0
1

☆
サ
ー
ク
ル
話
し
方
の
公
闘
講
座
快

話
入
門
6
月
4
・
2
5
日
、7
月
2
・
2
3

日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
エ
ル
ー
ソ
フ

ィ
ア
/

講
師
・
宮
原
英
一
郎
(

ジ
ャ
パ

ン
ス
ピ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
長
)
/

千
旛

円
(

―
回
3
0
0円)
/

江
口

(
3
8
8
4
)
5
0
2
4

☆
花
畑
共
同
作
業
所
バ
ザ
ー
6
月
9

日
(
日
)
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
2
時

/
都
立
城
北
養
護
学
校
体
育
館
/

日
用

雑
貨
な
ど
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
/

花
畑
共
同
作
業
所

清
水

(
3
6
2
0
)
5
7
4
1

掲
示
板

□
新
規
学
卒
者
募
集
の
た
め
の
事
業
主

説
明
会

日
時
=
5

月
2
7
日
(
月
)
、
午

後
2

時
1
4

時

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
(
栗
原
1
-
3
1
1
)

問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

□
保
留
地
を
処
分
し
ま
す

入
札
日
時
=
6
月
5
日
(
水
)
、午
前

1
0
時
1
午
後
1
時
区
画
=
9
区
画
　

(
6
5
・
9
～
2
4
9
・
1
㎡
)
最
低
価
格
=

千
9
9
3万
4

千
珊
円
～
6

千
5
5
1万
3

千
珈

円

現
地
案
内
=
5
月
3
1日
、6
月
1

・
2
日
、
午
前
1
0時
1
午
後
3
時

入
札
場
所
・
問
先
=
花
畑
東
部
土
地
区

圃
整
理
組
合
(
南
花
畑
2
-
3
7
1
8
)

(
3
8
8
4
)
5
1
8
0

□
都
立
足
立
高
校
公
開
講
座
「く
ら
し

と
水
と
水
辺
の
環
境
」日
時
=
6
月

1
～
2
2
日
の
土
曜
日
(
全
4
回
)
、午
後
1

時
～
5
時
定
員
=
3
0
人
費
用
=
見

学
時
の
交
通
一
負
担

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
5

月
匐
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
都
立

足
立
高
校

中
央
本
町
1
1
3
-
9

(
3
8
8
9
)
2
2
0
4

□ ' 96働く男女均等セミナー　日時=6月18・21・25日、午後6時15分～8時45分　場所=北千住駅ビル　ルミネ7階　費用=無料( 定員100人)
申 ・問先= 都・王 子労政事務所　3900 ―0117
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食と健康教室

ダイエット
成功の秘訣

日
時
=
6
月
5
・
1
2日
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

※
い
ず
れ
も
水
曜
日

内
容
=
「
美
し
く
や
せ
る
健
康
的
な
ダ

イ
エ
ッ
ト
と
は
」
運
動
の
効
用
に
つ
い

て
の
話
と
実
技

定
員
=
3
0人

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

地
域
栄
養
士
講
習
会

「
肥
満
予
防
の
食
生
活
」

栄
養
指
導
の
技
術
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

日
時
=
5
月
2
9
日
(
水
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
の
栄
養
士

講
師
=
落
合
敏
氏

(千
葉
県
立
衛
生
短
期
大
学
栄
養
学
科

教
授
)

定
員
=
8
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

6
月
の
献
血

日
程
等
=
下
表
時
間
=
午
前

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
、午
後
0
時

3
0分
～
3
時
3
0分

間
先
=
東

京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

保
健
予
防
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

6 月 の 献 血

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
パ

ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血
液

・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。こ
の
機
会

に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活

環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

程
等
=
表
1
の
と
お
り

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表1　 住区健康フェスティバル日程

健康カレンダー 6月の予定

健康あ・ら・かると
「
初
め
て
の

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

以
前
よ
り
、
心
の
ケ
ア
ヘ
の
興
味
が

あ
り
、
何
か
人
の
た
め
に
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
A
子
さ
ん
。2
3区
で
初
め
て
の

「
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
が
6

回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
る
と
の
区

広
報
紙
の
募
集
を
見
て
、
早
速
申
し
込

み
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
心
の
健
康

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
心
の
病
気
」「
現

場
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
一
日
体
験
や

っ
て
み
よ
う
」
な
ど
、
ど
れ
も
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。

一
回
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
足
立
区

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
始
ま

り
早
速
出
か
け
ま
し
た
。
職
員
の
説
明

に
よ
る
と
、
こ
の
講
座
は
3
0名
募
集
し

た
と
こ
ろ
1
1
0名の
応
募
が
あ
り
、
定
員

を
4
5名
に
増
や
し
た
と
の
こ
と
。
希
望

者
が
多
い
の
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
お
互
い
に
顔

合
わ
せ
を
し
、
参
加
動
機
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。主
婦
や
会
社
員
、自
営
業

の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、皆
、人

の
た
め
に
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

や
り
た
い
と
か
、
精
神
保
健
へ
の
関
心

が
高
い
の
に
び
っ
く
り
。
先
生
の
講
義

は
初
め
て
聞
く
専
門
的
な
話
で
し
た

が
、わ
か
り
や
す
い
説
明
だ
っ
た
の
で
、

心
の
問
題
や
精
神
障
害
に
つ
い
て
少
し

理
解
が
出
来
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
一
番
不
安
だ
っ
た
の
が
「
作
業
所

の
一
日
体
験
」
で
す
。
作
業
所
は
精
神

障
害
者
の
人
た
ち
が
社
会
復
帰
の
た
め

に
作
業
訓
練
を
し
て
い
る
所
だ
と
い
う

こ
と
。行
く
前
は
、ど
ん
な
所
な
の
か
、

ど
う
接
し
た
ら
良
い
か
不
安
で
し
た

が
、
行
っ
て
見
る
と
、
皆
落
ち
着
い
て

ま
じ
め
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
を
見
て
安
心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
話
し
合
い
な
ど

な
ご
や
か
。
今
ま
で
自
分
が
思
い
描
い

て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
然
違
っ
て
、

心
優
し
い
人
ば
か
り
で
す
。
知
ら
な
い

で
い
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し

た

。「
一
日
体
験
」
後
の
話
し
合
い

で
は
皆
同
じ
感
想
で
し
た
。
こ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
に
参
加
し
て
偏
見
も
な

く
な
り
、
友
達
も
出
采
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
こ
う
と
A
子
さ
ん
は
考
え
て
い

ま
す
。

A
保
健
相
談
所
保
健
婦
V

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
に
ご
協
力
を

職
親
を
探
し
て
い
ま
す

区
で
は
仕
事
を
通
し
て
精
神
障
害
者

の
社
会
復
帰
を
援
助
し
て
下
さ
る
事
業

所
(
職
親
)
を
探
し
て
い
ま
す
。
職
親

制
度
(
通
院
患
者
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
)
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
も
っ
て
精
神
障
害
者
の
方
を
指
導
、

訓
練
し
て
く
だ
さ
る
事
業
所
に
対
し

て
、
関
係
職
員
が
支
援
す
る
ほ
か
、
経

済
的
援
助
を
行
い
ま
す
(
事
業
所
に
奨

励
金
と
し
て
1
日
2
千
円
、
訓
練
生
に

手
当
と
し
て
1
日
千
円
を
原
則
6
ヵ

月
、
最
長
3
年
間
支
給
)
。関
心
の
あ
る

方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
先
=
足
立
作
業
馴
練
所

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

精
神
障
害
者
デ
イ
ケ
ア

通

所

者

募

集

対
象
=
千
住
保
健
所
管
内
の
精
神
障
客

者
の
方
で
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

方
、
仕
事
に
つ
き
た
い
が
、
今
す
ぐ
は

無
理
な
方

内
容
=
料
理
、
美
術
、
ス

ポ
ー
ツ
、
話
し
合
い

日
時
=

毎
週
月

・
火
・
木
曜
日
の
午
前
中

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

□ 大学入学資格検定制度の説明 会と個別相談会 日時=6 月8 日( 土) 、午後1 時30分 場所= 綾瀬プ ルミエ 費用= 無料 申込= 事前に電 話予約
申・問先=( 財)日本産業開発青年協会・大検情報センター　0120 ―555 ―018



1996 年( 平成8年) 5 月25 日 あ だ ち 広 報 第1127 号 ( 4)( 5)

第24回( 2)

足
立
区
政
に
関
す
る

世
論
調
査

誑
誹
誹
誹
恫
譖

防

災

大
地
震
発
生
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
・
・
・
9
3
%

・

大
地
一

発
生
の
不
安

大
地
震
発
生
に
対
す
る
不
安
S
の
有

無
に
つ
い
て
関
い
た
と
こ
ろ
、
極
度
の

瀧
い
は
あ
っ
て
も
、
約
9
3
%
の
人
が
不

安
翆
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
(

図
1
)

。

・

阪
神
・
淡
路
大
輯

災
以
後
、
地
一

に

対
す
る
S

え
や
衣
族
と
の
話
し
合
い

を

し
な
人

…

…
…
4
1
%

地
霞
に
対
す
る
備
え
や
家
庭
で
の
話

し
龠
い
の
有
無
に
つ
い
て
闖
い
た
と
こ

ろ
、
「
今
ま
で
以
上
に
蠏
え
を
し
た
り
家

旅
と
話
し
合
つ
た
」
と
答
え
た
人
が
1
6

・
7
%
、
[
は
じ
め
て
備
え
を
し
た
り
、

家
族
と
話
し
合
つ
た
が
2
4
・
―
%
で
、

合
わ
せ
て
約
4
1
%
の

人
か
阪
神
・
淡
路

大
一

災
以
降
行
動

を
起
こ
し
て
い

ま

す
。
し
か
し
、『
必

竇
性
は
鵬
じ
て
い

る

が
ま
だ
備
え
を
し
て
い
な
い
」
人
が
4
8

・
1
%
も
あ
り
、
気
に
な
る
数
字
で
し

た
(

図
2
)

。

・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

意
向

…

…
…
8
7
%
　

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

勵
へ
の
番
加
章
向
は
i

極
的
に
活
助

し
た
い
気
持
ち
が
あ
る
」
か
2
0
・
7
%

「
で
き
れ
ぱ
活
勤
し

た
い
気
持
ち
が
あ

る
」
が
6
6
・
3
%

で

、
積
硬
畦
に
違
い

は
あ
る
も
の
の
8
7
%
の
人
が
番
加
の
意

向
を
示
し
て
い
ま
す
(

図
3
)
。

図1 大地震発生の不安

図2 阪神・淡路大震災以後の
地震に対する備えや話し合い

図3 ボランティア活動への参加意向

都
市
の
自
然
・
水
と
緑

身
近
な
自
然
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
場
所
・
・
・
河
川
敷
・
公
園

・

身
近
な
自
然

身
近
な
自
然
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ

場

所
を
聞
い
た
と
こ
ろ

、「
河
川
敷
」
が
4
2

・
6
%

で
一

も
多
く

、以
下
、「
近
く
の

公
園
」が
4
2
・
―
%

。「
大
き

な
公
園
」
が
3
0・
9
%

、「
田

や
畑
J
が
2
5
・
5
%

の
順
で

し

た
(
図
4
)

。

ま
た
、
思
い
浮
か
ぶ
場
所

を
答
え
た
人
(
千
4
4
3人
)
に
そ

の
婦
所
か
ら
ど
の
よ
う
な
自

然
を
感
じ

る
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
樹
木
や
縁
」
が
7
9
・
1
%

と
瘢
も
多
く
、「
虫
や
鳥
の

鳴
き
声
や

生
恩
琵

・
3
%

。

「
池
や

水
の
概
れ
」
4
4
・
0
%

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
複
数
回
答
の
た
め
、
合
計

比
は
圜
%

を
超
え
ま
す

I

疋
立
区
は
自
然
に
車
ま
れ
て
い
る

…
…
…
5
3
%
　

区
内
の
自
然
の
覯
か
さ
に

に
つ
い
て
は
、
「
豊
か
で
皐
ま

れ
て
い
る
」
が
3
9
%
、
「
都
会

の

中
で
は
康
ま
れ
て
い
る
方

だ
」
が
4
8・
8
%

で
、
こ

れ

ら

を
合
わ
せ
た
、
足
立
区
の

自
然
を
『
恵
ま
れ
て
い
る
』

と

す
る
人
は

約
5
3
%
で

し

た
。反

対
に
U
%

の
人
は
「
自

然
と
い
え

る
も
の
は
ほ
仁

心

ど
な
い
と
思
う
」
と
答
え
て

い
ま
す
(

図
5
)

。

・

区
内
に
求
め
る
自
然

区
内
に
ど
の
よ
う
な
自
然
が
あ
れ
ぱ

よ
い
か
闖
い
た
と
こ
ろ
、
「
あ
る
程
度
手

を
加
え
た
自
然
が
よ
い
(
蚊
や
虫
の
駆

除
・
除
草
・
花
屋
の
設
置
)
」
が
4
2
・
2

%
、
「
遊
具
・
ス
ポ
ー
ツ
施
段
な
ど
、
楽

し
く
利
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
自
然
に

手
を
加
え
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
答
え
た

2
0
・
1
%
夸
合
わ
せ
、
『
手
を
加
え
た
ほ

う
か
よ
い
』
と
す
る
人
は
6
2
・
3
%
で

し
た
(

図
6
)

。

・
公
圃
内
に
ご
み
循
は
置
い
た
ほ
う
が

よ
い
…
…
…
7
0
%
　

公
園
内
の
ご
み
箱
に
家
庭
ご
み
を
持

ち
込
む
人
が
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
公

鵬
内
に
ご
み
粡
を
置
か
な
い

方
が
よ
い

と
い
う
考
え
方
が
あ
ひ
豕
す
。
そ
こ
で
、

公
園
内
の
ご
み
糟
の
設
置
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
公
園
内
に
ご
み
箱
は
置

い
た
ほ
う
が
よ
い
」
が
`
'
・
2
外
を
占

め
、
ご
み
箱
は
置
か
ず
、「
ご
み
は
利
用

者
が
持
ち
帰
る
よ
う
に
す
る

」
の
2
9
・
3
%

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
(
図
7
)

。

一

公
圃
一

理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

…
…
…
参
加
意
向
5
9
%
　

公
園

管
理
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
助
へ

の
参
加

意
向
は
。「
積
極
的
に
参
加
し
た

い
」
が
2
9
%
、「
参
加
し
て

も
よ
り

が
3
6

・
2
§

、「
人
に
勤
め
ら
れ
れ
ば
笋
加

し
て

も
よ
い
」
が
1
9
・
8
%

で

、
こ

れ

ら
豐

石

せ
た
5
8
・
9
%

の
人
々

が
公

園
管
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
(

図
8
)

。
ま
た
、

こ
れ
ら

笋
加
息
向
の
あ
る
人
(

聊
人
)

に
ど
の
よ
う
に
狐
加
し
た
い
か
聞
い
た

と
こ
ろ
、
・
叭
』
?
自
治
ぬ
単
位
で
の
参

加
」
が
r
・
い
气
「
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル

ー
プ
と
し
て
の
参
加
」
が
2
6
・
9
%
で

「
個
人
と
し
て
の

参
加
」
は
2
4
・
4
%

と
4

人
に
I
人
の
湖
西
と
な
っ
て
い
ま

す
(

図
9

図4 身近な自然として思い浮かぶ ● 所図5 足立区の自然度

図6 あればよいと思う自然

図7 公園のゴミ箱について

図8 ボランティア活動への参加意向

図9 ポラジティア活動の参加形艢

6
月
1

日
は

「人
権
擁
護
委
員
の
日
」

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
ま
ち
の
相
談
相
手
で
す

・

人
祐
っ
て
な
ん
で
す
か
?

私
た
ち

が
幸
福
な
生
活
を
送
る

た
め
に
必
要
な
権
利
で

、
日
本
国

靡
法
に
よ
り
、
す
べ
て
の
一

民
に

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
い
じ
め
」

や
「
差
別
」「
偏
見
」
は
、
こ
の
人

権
を
儕
し
て
い
る
こ
と

に
な
n
i

す
。

一

人
権
擁
護
委
a

り
て

ど
ん
な
人

人
権
擁
躪
委
員
は
s
民
の
基
本

的
人
柵
を
守
る
、
民
間
人
に
よ
る

人

権
の
番
人
と
言
え
ま

す
。
足
立

区
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た

委
員

が
1
2
人
い

ま
す
(

右

喪
)
。

◆
人
権
擽
謖
委
a
は
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
?

爾
在
大
き
な
社
会
問
皿
と
な
っ

て
い
る
「
い
じ
め
」
に
つ
い

て
、

人
権
擁
護
委
員
は
、「
子
ど
も
の
人

権
夸
守
ろ
う
I
[

い
じ
め
/

し

な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い
I

」
と
し
て
、
活
動
の
X

点
目
標

に
掲
げ
、
そ
の
他
の
人
権
に
U

す

る
問
題
と
と
も
に
、
自
宅
で

、
い

つ
で

も
無
料
で
相
談
に
I
&じ
て
い

ま
す
。

ま
た
区
民
相
談
室
で
も
、
縊
月

第
冫
火
I

曰
、
午
後
L

時
か
ら
4

時
ま
で

相
談
に
応
じ
て
お
ひ

ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い

。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
場
所
・
胃
先
I
区
民
相
談
童

S
(
3
～
O
)
5
1
1
1
㈹

人 権 攬 腫 委 員 名 簿
一 一

調 査 方 法

無作為抽出により区内在住の2( 醸以上a)
歳未爾の男女"2, 000人をブロック別に遍ぴ、
専門調査員が調壺表を配付し、記入後、回
収をし ました。
◇ 調査時期7年10月7日～10月25日
◇ 回収敵( 率) 1565c783%)
r ai 24i回( 2) 足立にs に関する世論調

査のあらまし」は、L・s=w 報宣じ無料配布
をしています。また、くわしい集計結果が
わかる「匐占毒」はぼ政情報靈および区内
の各図● 霖でご覧いただけます。

お 問い 合 わせ

広聴相談係
B3880 ―5111(代)

宴・集会、婚礼、宿泊機能(ホテル)
は千住地区に欠けている機能

～千住本庁舎跡利用計画( 1) ～
本庁舎跡利用計 ● については、『あだち広報3 月10日
丹』で概要曇お知らせしました。今後は、計諏の内容
について、より詳しく、数回に分けて掲皿していきま
す。今回は、宴・集会、婚礼、宿泊機能( ホテル) を
毒入した経過・背景についてお知らせします。

千
住
地
区
の
状
況
と
可
能
性

千

住
地
区
は
近
年
。
人
口
減
少
と
鬲

一

化
の

進
艮
、
若
年
一
の

流
出
に
よ
る

ま
ち
の
活
力
の
低
下
、
近

郊
都
市
と
の

觀
合
に
よ
る
商
業
機
能
の

停
蓆
・
低
下

な
ど
の
問
堰
を
抱
え
て
い
ま

す
。

一

方
、
常
磐
繚
・
東
武
繚
沿
線
の
人

口
は
飛
躍
的
に
畑
加
し
、
北
千
注
釈
の

乗
り

換
え
客
も
瑯
加
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に

、
平
成
1
2
年
の

常
磐
新

繚
の
開
通

(
予

定
)
や
北
千
住
駅
の
改

良
工
事
な

ど
、
地
区
聞
発
の
可
能
性
が

広
が
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、区

基
本
構
艨
で
は
、「
千
住
地

区
は
首
都
圏
北
東
部
の
広
域
・
地
域

拠

点
と
し
て

、
商
業
・
業
務
・
文
化
な
ど

の
機
腿
を
観
合
的
に
黻
備
す
る
と
と

も

に
、
居
庄
権
能
の
向
上
を
図
り
生
活
副

郵
心
を
目
指
す
」
と
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
千
住
地
区
は
。
今
後
、
首
都
東

京
の

北
東
部
の
中
心
地
と
し
て
塵
S
し

て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て

い
る
の
で

す
。

審
議
会
が
ホ
テ
ル
を
答
申

郎
利
用
計
丗
に
つ

い
て
は

、
区
議
会

の

庁
舎
跡
利
用
対
策
特
別
委
員
会
の
一

轍
を
箍
謇

入
、
区
民
参
加
の

本
庁
舍
跡

利
用
対
策
番
議
会
か
ら
答
申
を
い
た
だ

き
ま
し
た
(
5

年
2

月
1
5日
号
掲
皿
)
。

答
申
は
「
跡
地
は
地
糲
商
楽
発
展
の
中

槙
と

な
る
活
力
拠
点
と
し
て

塵
气

そ

の
た
め
、
中
心
機
能
は
集
覈

効
果
を
朋

待
で
き
る
も
の
と
す
る
。
宿

泊
・
商
業

・
サ
ー
ビ
ス
を
続
合
し
た
ホ
テ
ル
を
詼

と
し
て
、
区
民
や
商
工

業
者
に
閧
放
し

た
文
化
・
産
業
交
薦
櫓
觴
夸
備
え
る
の

が
溥
当
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
副
都

心
を
目
指
す
千
住
旭

区
に
欠
け
て
い
る

郡
市
檎
能
の
ひ
と
つ

が
ホ
テ
ル
と
い
え

ま

す
。

多
く
の
人
々
を
ひ
き
付
け
、
住
み

続

け
た
い
と
雁
う
ま
ち
に
す
る
に
は
、
ま

ち
の

魅
力
が
必
要
で
歹
。
都
市
の
中
の

ホ
テ
ル
は
そ
の
要
素
の
ひ

と
つ
で
す
。

ホ
テ
ル
は
、
併
設
の
公
共
施
設
と
合
わ

せ
て
。
多
く
の

集
客
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
活
動
忝
よ

ぴ
イ
ベ
ン
ト
の
お
客
様
、
姉
妹
郡
市
か

ら
の
訪
問
占
、
地
方
か
ら
来
る
羈
せ
き

な
ど
の

宿
泊
が
I
F
能
と
な
り
ま
す
。
今

後
、
宿
泊
耡
所
か
で
き
る
こ

と
に
よ
っ

て
、様
々
な
可
能
性
が
期
待
で

孝
ま
す
。

ホ
テ
ル
は
地
域
密
着
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
テ
ル

計
圓
し
て
い
る
ホ
テ
ル
は

、
婚
礼
会

蝸
や

聊
人
収
容
の
大
婁
会
場

を
備
え
て

い

家
す
。
こ
の
大
宴
会
場
は
3

分
創
し

て

便
う
こ
と
も
で
き
る
の
で

、
大
小
の

集
会
に
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た

、
ス
カ

イ
ラ
ウ
ン
ジ
や
レ
ス
ト
ーフ
ン

を
中
心
と

し
た
旆

敏
夸
倹
討
中
で

、
区
民
や
区
内

の

事
業
所
な
ど
地
元
の
人
が
利
用
し
や

す
い
構
虞
に
な
っ
て

い
ま
す
。

地
元
の
人
に
「
マ

イ
ホ
テ
ル
」
と
し

て

気
軽
に
利
用
で
者
。
観
し
ま
れ
る
ホ

テ
ル
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ホ
テ
ル
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

北
千
注
釈
か
ら
の
人
の

訛
れ
や
、
顧
客

の
増
大
も
見
込
ま
れ
て
お
り

、
本
格
的

な
都
巾
機
腿
を
爾
え
た
ま
ち
と
し
て
、

区
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
り

ま
す

。
ま
た

、
建
設
工
甲
へ
の
区
内
企

業
者
の
番
加
機
会
の
増
大
や

、
ホ
テ
ル

従
業
貝
の
採
用
に
よ
る
雇
用
拡
大

、
飯

食
材
の

購
入
な
ど
の
旭
元
へ
の
貢
献
も

朋
待
さ
れ
ま
す

。
な
覡

ホ
テ
ル
の

曾

理
瀰
営
は

。
区
の

第
三
セ
ク
タ
ー
の

㈱

足
哀
郡
市
活
性
化
セ
ン
タ
-
A
J
$

東
急

ホ
テ
ル
チ

ェ
ー
ン
に
よ
り
設
立
さ
れ
る

ホ
テ
ル

経
き
会
社
か
ら
、
聊
東
急
ホ
テ

ル
に
委
託
し
ま

す
。

こ
の

複
合
施
設
は
平
媽
8

年
秋
に
魯

工
し

。
1
1年
秋
に
完
成
の
予

定
で
す
。

次
回
は
、
事
業
の
し
く
み
と
産
業
振

興
セ
ン

タ
ー
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま

す

。

お
問
い
合
わ
せ
は

地
域
振
興
部
副
参
事
(産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
整
備
)
　

酋
(
5
2
4
4
)
7
3
7
3
(
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
)

図1 卜申から見た完成予想図

図2 計●街区図

足 立区 ごみ減 量 ・リ サ イク ル推 進店 「R のお店」認定店

区では、商業活動を通じて、ご
みの減● やリサイクル活動に槽甘
的に取り組んでいる小寵店や商店
街をrR のお店』として認t し て
います。区民の皆さんのご利用を

お願いします。
また、「R のお店亅の認定を希望

する方は、ご遍畆< ださ 廴ゝ
胃先= リサイクル推進諌
皿3880- 5111 ㈹

● み ど り の 夢23 は23 皀 ブ ラン ド の 丙 生日( ト イ レ
ッ ト ペ ー パ ー、 テ ィ ッ シュ ペ ー パ ー) で す

=Hi -

江北地蛾

奥野 ・本木 地域

栢田地城

中央本町地紋
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本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

該
当
す
る
方
は
手
続
き
を

入
院
時
食
事
代
減
額
認
定

6
年
1
0
月
か
ら
入
院
中
の
食
事
に

係
る
負
担
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。
区
民
税
非
課

税
世
帯
に
は
減
額
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

対
象
=

区

民
税
非
課
税
の
世
帯

申
請
=

保
険
証
/

印
か
ん
/
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
は
認
定
証

※
す
で
に
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
5

月
3
1日
で
す

。
引
き
続
き
認
定
を
希

望
さ
れ
る
方
は
再
度

、交
付
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

国
保
加
入
の

方
…
保
険
給
付
係
、7
0
歳
以
上
の
方
・・・

医
療
助
成
係

表1　 入院時食事費自己負担額( 1 日当り)

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
育
園
で
は
経
験
豊
か
な
保
母
が
育
児

相
談
(
電
話
お
よ
び
面
接
)
に
応
じ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(

秘
密
厳
守
)
。
実
施
保
育
園
・
相
談
日
=

▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
―
1
9

―
2
3
)・・・毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
―
1
―
1
0
)

・・・毎
週
火
・
金
曜
日

(
3
9
1
1
)
0
9
6
3

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
―
5
―
2
3
)…

毎
週
水
・
土
曜
日

0
5
0
(
1
0
8
)
3
8
6
9

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5

時

間
先
=
保
育
振
興
係

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

家
族
介
護
者
教
室

各
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
家
族

介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

等
=
表
2

申
・
問
先
=
各
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

表2　 高齢者在宅サービスセンター家族介護者教室

高齢者在宅 サービスセンター六月

税

金

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
納
税
通
知
書
を

6
月
7
日
に
発
送
し
ま
す

個
人
で
直
接
、
特
別
区
民
税
・
都
民

税
を
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
、
8
年
度

の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
第

一
期
の
納
期
限
は
7
月
1
日
で
す
。
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。な

お
。
会
社
を
定
年
退
職
さ
れ
た
方
は
、

直
接
個
人
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
8
年
度
の
課
税
証
明
書
は
、
6
月
7

日
か
ら
発
行
し
ま
す

問
先
=
課
税
課

改
正
さ
れ
ま
し
た特

別
区
民
税
・
都
民
税

8
年
度
の
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
給
与
所
得
控
除
が
表
3
の
と
お
り
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

▽
配
偶
者
特
別
控
除
額
が
表
5
の
と
お

り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

▽
均
等
割
が
区
民
税
2
千
5
0
0
円
↓
3
千

円
、
都
民
税
7
0
0
円
↓
千
円
へ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

▽
分
離
課
税
長
期
譲
渡
(
一
般
)
の
税

率
が
表
4
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た

▽
白
色
専
従
者
控
除
額
が
、
配
偶
者
8
0

万
円
↓
8
6万
円
、
そ
の
他
4
7万
円
↓
5
0

万
円
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
勤
労
学
生
控
除
の
所
得
限
度
額
が
、
6
2

万
円
↓
6
5万
円
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

▽
配
偶
者
控
除
お
よ
び
扶
養
控
除
の
所

得
要
件
が
、
3
5万
円
↓
3
8万
円
へ
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

問
先
=
課
税
課

表3　 給与所得控除額の算出

表4　分離課税長期譲渡( 一般) にかかる税率

( 注) 上配A= 課税分離長期譲渡所得金額

表5　 配偶者特別控除

あなたの合計所得金額が1 千万円以下で、配偶者の合計所
得金額が76万円未満の場合、上表のとおり控除します

今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す

特
別
減
税

個
人
の
特
別
区
民
税
お
よ
び
都
民
税

に
つ
い
て
、
所
得
剖
額
の
1
5
%に
相
当

す
る
金
額
(
2
万
円
が
限
度
)
を
特
別

減
税
額
と
し
て
、
所
得
割
額
か
ら
控
除

し
ま
す
(
均
等
割
、
利
子
割
お
よ
び
分

離
課
税
に
係
る
所
得
割
は
、
特
別
減
税

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
)
。

問
先
=

課
税
課

年

金

国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月

末
日
が
納
期
限
で
す
。
た
だ
し
、
8
年
3

月
分
以
前
の
保
険
料
を
納
め
る
堤
合

は
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
保
険
料
係

ま
た
は
足
立
社
会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

今
年
新
社
会
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん
!

お
済
み
で
す
か
?

国
民
年
金
の
種
別
変
更
届

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
学
生
の

方
が
、
新
た
に
会
社
な
ど
に
勤
め
て
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入
し
た
場
合

は
、
国
民
年
金
の
種
別
変
更
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い

な
い
方
は
、
年
金
課
ま
た
は
区
民
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問

先
=
適
用
係

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
6
月
5
日
(
水
)
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
国
民
年
金
課

前

問
先
=
推
進
係

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
?

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど
の

方
々
の
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
実

現
す
る
た
め
、
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給

付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
加

入
対
象
者
は
、
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の

第
一
号
被
保
険
者
で
す
。
掛
金
は
、
選

択
す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ
び
加
入

時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
。
口
座
か

ら
の
自
動
引
落
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
と
な

り
、
支
給
さ
れ
る
年
金
は
公
的
年
金
等

控
除
の
対
象
と
な
る
な
ど
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
=

都
・
国
民
年
金
基
金

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ま
た
は
区
・
国
民
年
金
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険
の

更
新
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険

は
、
毎
年
7
月
1
日
に
自
動
的
に

更
新
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
団
体

の
代
表
者
が
変
更
に
な
っ
て
い
る

堤
合
は
、
代
表
者
変
更
届
が
必
要

で
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
新
規
加
入
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
先
=
生
涯
教
育

推
進
課
計
画
係

□ 5 月は、固定資産税・都市計画税 第1 期分、自 動車税の納期です 問先= 足立都税事務所　3882 ―2111
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生

活

環

境

住
居
表
示
板
の実

態
調
査
を
行
い
ま
す

区
は
、
住
居
表
示
板
の
実
態
関
査
を
8

月
下
旬
ま
で
の
予
定
で
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
町
名
街
区
板
と
各

建
物
に
取
り
付
け
て
あ
る
住
居
番
号
表

示
板
(
住
所
を
表
わ
す
緑
色
の
プ
レ
ー

ト
)
の
古
く
な
っ
た
も
の
や
、
破
損
し

た
も
の
の
取
ひ
替
え
作
業
を
行
う
た
め

の
も
の
で
、
区
が
委
託
し
た
業
者
が
行

い
ま
す
。
な
お
、
取
り
替
え
作
業
は
1
1

月
上
旬
に
行
い
ま
す
。

対
象
地
区
=

保
木
間
一
～
五
丁
目
、
西
保
木
間
一
～

四
丁
目

問
先
=
住
居
表
示
担
当

6
月
1
日
～
6
月
3
0
日

「
東
京
都
暴
走
族
追
放
強
化
期
間
」

例
年
、
学
校
の
夏
休
み
中
は
、
若
者

の
爆
音
・
暴
走
行
為
が
多
発
し
、
道
路

交
通
秩
序
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
住
民
の

生
活
環
境
に
も
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、6
月
1
日
～
3
0

日
ま
で
「
東
京
都
暴
走
族
追
放
強
化
期

間
」
と
し
、
都
と
警
視
庁
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
が
協
力
し
て
そ
の
追
放

に
つ
と
め
ま
す
。
重
点
目
標
は
次
の
と

お
り
で
す
。

1
　
暴
走
族
追
放
気
運
の
高
錫

2
　
若
者
の
交
通
安
全
マ
イ
ン
ド
の
向

上

3
　
暴
走
族
お
よ
び
車
両
の
不
法
改
造

業
者
の
指
導
・
取
締
り
の
強
化

4
　
青
少
年
の
非
行
防
止
活
動
の
推
進

み
な
さ
ん
も
、「
暴
走
行
為
の
追
放

は
、
ま
す
家
庭
か
ら
・
そ
し
て
地
域
か

ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
先
=
交
通
安
全
対
策

課
、
ま
た
は

千
住
警
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

道
路
は
、正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

区
で
は
、
都
市
計
画
道
路
事
業
な
ど

道
路
の
新
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
生
活
道
路
の
一
層
の
安

全
性
・
快
適
性
の
向
上
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。

一
方
で
、
日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出

し
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
放
置
、
迷
惑

駐
車
。
さ
ら
に
は
、
歩
道
の
切
り
下
げ

を
し
な
い
車
の
乗
り
入
れ
や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
、
街
路
樹
の
無
断
撤
去
な
ど
、
一

部
の
心
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
せ
っ

か
く
の
道
路
の
機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
で
す

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
一

定
の
基
準
に
合
っ
た
も
の
に
限
っ
て
区

や
警
察
の
許
可
を
受
け
て
占
用
(
便
用
)

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
日
よ
け

・
突
き
出
し
看
板
の
設
置
ま
た
は
、
す

で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
杵
可
を
受
け

て
な
い
も
の
/
建
築
行
為
等
の
と
き
の

足
場
な
ど

□
自
費
工
事
承
認
が
必
要
で
す

駐
車
場
な
ど
乗
り
い
れ
る
際
の
L
型

溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
撤
去
等
の
工
事
を
す
る
時
は
、
必

ず
事
前
に
相
談
し
、許
可
、承
認
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。な
お
、道
路
占
用
許
可
申

請
書
、
自
費
工
事
施
行
承
認
申
請
書
用

紙
は
、
道
路
管
理
課
占
用
係
に
あ
り
ま

す
。

問
先
=
道
路
管
理
課
ま
た
は
各

警
察
署
(
上
記
参
照
)

た
た
い
ま
受
付
中

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

主
催
し
て
い
る
団
体
の
登
録
!

ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
品
物
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
区

は
支
援
し
ま
す
。
な
お
、こ
れ
か
ら
主

催
し
た
い
団
体
に
つ
い
て
も
同
様
で
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内
容
=

場
所
の
確
保
(
公
園
等
)
/
区
民
へ
の

情
報
提
供
(
広
報
紙
へ
の
掲
載
含
む
)
/

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
用
の
ぼ
り
旗
の

賃
与
な
ど

※
出
店
者
の
登
録
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

問

先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

建
築
設
備
の
定
期
報
告

学
校
、
病
院
、
ホ
テ
ル
、
共
同
住
宅

な
ど
多
く
の
人
が
利
用
す
る
特
殊
建
築

物
の
う
ち
、
区
長
が
指
定
す
る
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る

建
築
設
備
(
換
気
設
備
、
排
煙
設
備
、

非
常
用
の
照
明
装
置
、
給
排
水
設
備
)

の
所
有
者
、
管
理
者
の
方
は
、
毎
年
定

期
的
に
検
査
資
格
者
の
検
査
を
受
け
、

そ
の
結
果
を
区
に
報
告
す
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
=
表
6

提

出
先
=
抛
日
本
建
築
設
備
・
昇
降
機
セ

ン
タ
ー

〒
囘
港
区
虎
ノ
鬥
1
-
1
3
1
5

第
一
天
徳
ビ
ル
6
階

(
3
5
9
1
)
2
4
2
1

問
先
=

建
築
審
査
課
設
備
係

表6　 定期 検査対 象建築物 およ び対象 建築 設備
足 立 区 建 築 基 準 決 施 行 細 則 に よ り 、 定 期 報 告 を 要 す る 建 築 設 備 と し て 指 定 さ れ た も の

は 、下 表 の( い)欄 の 用 途 、(ろ)欄 の 規 模 に 当 た る 建 築 物 に 設 置 さ れ た(は)欄 の 建 築 設 備 で す 。

「A 」と は、当 該用途に供 する部分の床 面積の合計を示し、「F ≧3 」とは、3 階以 上
の階 に当 骸用途に供 する部分の床面覆 の合計が100 ㎡ を超えるも のを示す。

コ
ン
ポ
ス
ト
化
(生
ご
み
処
理
)容
器
を

購
入
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
は
、
生
ご
み
を

家
庭
で
た
い
肥
に
変
え
る
こ
と
が
で

き
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化

容
噐
を
購
入
す
る
方
に
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
土
の
中

に
埋
め
込
む
タ
イ
プ
の
ほ
か
に
ベ
ラ
ン

ダ
に
般
置
す
る
も
の
や
電
力
を
使
う
も

の
な
ど
様
々
な
機
種
が
あ
り
ま
す
(
機

種
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
)
。

対
象
=
区
内
在
住
で
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容

器
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
方

※
購

入
す
る
前
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
購
入
後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん

申
込
=
直
接
窓
口
へ
(
先
着

順
。
補
助
金
の
枠
内
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
)

期
限
=
5
月
3
1日

申

・
問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

容
器
下
部
埋
め
込
み
型
の
コ
ン
ポ
ス
ト

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

7
年
度
拠
点
回
収
実
績

乾
電
池
2
3㌧
、紙
パ
ッ
ク
3
9㌧

区
で
は
、3
年
度
か
ら
乾
電
池
の
回

収
を
始
め
、4
年
度
に
は
紙
パ
ッ
ク
の

回
収
も
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
回
収

量
も
増
え
、
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
8
9

カ
所
に
、
紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
は
8
6

カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
回
収

を
始
め
て
か
ら
7
年
度
ま
で
の
総
回
収

量
は
乾
電
池
が
約
8
5㌧
、
紙
パ
ッ
ク
が

約
1
5
2㌧で
す
。(図
1
)
乾
電
池
は
北
海

道
の
処
理
工
場
に
運
ぽ
れ
、
資
源
の
再

利
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
紙
パ
ッ
ク
は

「
み
ど
り
の
夢
2
3」ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
原
料

に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
は
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課

図1　 紙パック・乾電 池回収実績

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス

紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト

撤
去
お
よ
び
新
設

次
の
施
設
の
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス

と
紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
を
撒
去
し
、

新
た
に
別
の
場
所
へ
新
設
し
ま
し
た
。

撤
去
し
た
施
設
=
旧
千
住
庁
舎
、産
業
振

興
館

新
設
し
た
施
設
=
千
住
区
民
事

務
所
、千
住
保
健
所

問
先
=
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課

教

育

奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

来
年
4

月
か
ら
の
足
立
区
奨

学
生

(
採
用
侯
補
者
)
を
募
集
し
ま
す
。

対

象
=

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
方
・・・
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上

居
住
し
て
い
る
/

経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
で
同
種
の
就
学
資
金
を
ほ

か
か
ら
借
り
受
け
て
い
な
い
/

都
内
ま

た
は
通
学
可
能
な
近
県
に
所
在
す
る
大

学
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専

修
学
校
(

修
業
年
限
2

年
以
上
の
専
門

課
程
お
よ
び
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ

る
修
業
年
限
3

年
以
上
の
高
等
課
程
)

に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
(

在
学
中
も

可
)
/

学
業
成
績
が
良
好
で
心
身
と
も

に
健
全
な
方

定
員
・
貸
付
額
=

表
7

申
込
=
区
立
中
学
校
3

年
生
は
各
中
学

校
/
そ
の
他
の
方
は
学
務
課
振
興
係

期
間
=
6

月
1
0
日
～
2
8
日

問
先
=

学

務
課
振
興
係

表7　 募集予定人員と貸付額

高
齢
者
向
き
の
仕
事
を
募
集

授
産
場
で
は
、
高
齢
者
に
適
し
た
仕

事
(
箱
折
、
袋
詰
、
紙
折
な
ど
の
簡
単

な
手
加
工
作
業
)
を
継
続
的
に
発
注
し

て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
=
千
住
元
町
授
産
湯

(
3
8
8
1
)
5
5
4
8

青
井
授
産
場

(
3
8
8
9
)
0
6
8
1

□ 家内労働旬間( 5月21日～31日)
「渡して信頼　もら って安心　家内 労働手帳」 問先= 足 立労働 基準監督署　3882 ―1187
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6 月22 日

無料開 放

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

全
施
設
完
成
記
念

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
ペ
ル
ー
女
子

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
来
た
る
!

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
が
終
了
し

、
全
施
設
が
完
成
し

ま
す
。
そ
こ
で

、
そ
の
日
を
記
念
日
と

し
て
無
料
開
放
し
ま
す
(

テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
除
く
)
。
当
日
は

、ア
ト
ラ
ン
タ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
ペ
ル
ー
女
子

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
を
迎
え
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
試
合
を
行
う
ほ
か

、
各
種
の
催

し
を
行
い
ま
す

。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
=
6

月
2
2
日
(
土
)
、
午

後
1

時
～
5

時

場
所
=

総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

内
容
等
=

▽
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
国
際
親
善
試
合
(

ペ
ル
ー
対

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
)

…
午
後
1

時
、

大
体
育
室
、
定
員
鶫
人
▽
フ
ッ
ト
サ
ル

(
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
)
大
会
・・・
一
般
(
1
8

歳
以
上
3
5
歳
未
満
)

・
壮
年
(
3
5
歳
以

上
)

・
女
子
(
中
学
生
以
上
)
、
多
目
的

広
場
、
定
員
計
2
4チ
ー
ム
(
I

チ
ー
ム
5

～
1
2
人
、
試
合
は
5

人
)

▽
ス
リ
ー

オ
ン
ス
リ
ー
大
会
…
一
般
・
中
学
生
、

定
員
計
1
6
チ
ー
ム
(
I

チ
ー
ム
3

人
以

上
、
試
合
は
3
人
)

▽
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

体
験
教
室
/

フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
測
定
/

ビ
ー

ム
ラ
イ
フ
ル
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
初

心
者
教
室
(
小
学
生
以
上
)

※
当
日
参

加
可
能

費
用
=

無
料

申
込
=

▽
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
観
戦
・・・
往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

、一

話
番
号

、「
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
観
戦
希
望

」
と
明
記
、(

ガ
キ
ー
通

で
1

人
▽
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
/
ス
リ
ー

オ
ン
ス
リ
ー
大
会
参
加
・・・
往
復
(

ガ
キ

に
希
望
す
る
大
会

、
申
込
区
分

、
チ
ー

ム
名

、
代
表
者
住
所

、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記

期
限
=
6

月
5

日
必
着
(

抽
選
)

申
・
問
先
=

総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
全
施
設
完
成
記
念
日
実
行
委

員
会
事
務
局
(

体
育
課
内
)

〒
圀
中

央
本
町
1

―
1
7
―
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

庁
舎
ホ
ー
ル
　
プ
レ
ス
テ
ー
ジ

&
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

庁
舎
ホ
ー
ル
の
開
設
を
記
念
し
て
区

内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
「は
が
き
で
川

柳
」の
展
示
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、お
出
か
け
く

だ
さ
い
。日
時
等
=
▽
5
月
2
5
日

(
土
)
、午
後
O
時
3
0
分
～
5
時
・
=
民
謡
、

日
本
舞
踊
、
合
唱

、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、

川
柳
展
示
ほ
か

▽
2
6日
(
日
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
6
時
・
=和
太
鼓
、
合
唱
、

器
楽
演
奏
、
川
柳
展
示
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ほ
か

場
所
=
庁
舎
ホ
ー
ル
お

よ
び
新
庁
舎
正
面
広
場

費
用
=
無
料

※
お
車
で
の
来
場
は
な
る
べ
く
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー

世 帯 と 人 口( 8 年5 月1 日 現 在)

世 帯　263, 668
人 口　637, 551 人

男 323, 132人
女 314, 419人

◆ 博物館スポット展◆
足 立 の 歴 史 と 文 化 ― 漆 の生 活 用 具 ―

足立の歴史と文化の特徴を詳し
く解説するスポット 展を 開催中で
す。今回は、皆さまから 寄贈され
た漆の生活用具を紹介するコーナ

ーを設けました。晴れの日に使用
された食器類が中心です。郷土「足
立」の探訪に博物館へお出かけく
ださい。期間=7月7日まで、
午前9時～午後5時( 入館は午後
4時30分まで) ※ 月曜日および7
月2 日は休館 費 用= 大 人200

円 、 小人100円 ※ ただし 、第2
土 曜日は無料 場・問先= 郷土博

物館 〒120 大 谷田5 ―20―1
3620 ―9393

蓬
莱
山
大
皿

第2 回 ビデオコンクール
「エイズ問題を考える」参加者募集
区では、エイズ予防を広く呼び

かけるため、ビデオコンク ールを
行います。エイズを共に考えよう
という内 容であれば、どのような
ものでも結構です。ユニ ークな作
品をお待ちしています。なお、優
秀作品については、後日ビデオ上
映会にて、 上映し、表彰します。

対象=区内在住・在勤・在学の
方内容=作品は5～10分申込
= 事前に所定の申込書またはハガ
キに住所・氏名・年齢・電話番号
を明記 期限=9 月15日 申 ・問
先= 足 立保健 所 〒120 伊興町 前
沼1157- 6　3855 ―4151

重度障害者のプール活動
ボランティア募集

プール活動の介助補助者を募集
します。東綾瀬公園のすいすいラ
ンド綾瀬で一緒に楽しく過ごしま
せんか。日時=6月14・21日。
7月5日、9月6日、10月4日の
いずれも午前10時～午後1時対
象=18歳～40歳位の健康な男女
内容=重度障害者のプール活動介
助補助 ※ プール入場 料は無料
定員= 若干名 申・問先= 東部障
害福祉総合センタ ー
6682 ―5370

消費者通信大学公開講座
『暮らしの安全と規制緩和』

規制緩和は、私たち消費者にと
って、メリットのあるものなので
しょうか。日常口にしている食品
をとおして、一緒に考えてみませ
んか。日時=6月27日( 木) 、午
後6時30分～8時30分場所=エ
ル・ソフィア 講師= 弁護士 神
山美智子氏 費用= 無料 申込=
電話 申・問先= 消費者センタ ー
3880 ―5385

花畑センター

社会教育館・体育館 の団体利用申込受付開始
8月1日の花畑センター( 花畑
4―16―8) オープンに先立ち、
社会教育館・体育館施設の8月分
利用申込を受け付けます。受付
日時=　社会教育館… 6月1日以
降　体育館… 6月2日以降※ い
ずれも午前9時～午後5時申先

= 花畑センタ ー仮事務所( 花畑西
小学校内) 問先= 花畑センタ ー仮
事務所　3850 ―2618
コミュニ ティ文化・スポーツ公社

広報営業 課　5686 ―2500
生涯教育推 進課・体育課
3880―5111㈹

第30回 足 立 区 展
下表のとおり開 催し ます。ぜひ、

お出かけください( 入場無料) 。
問先= 文化振 興係
3880―5111 ㈹

区展日程

地域指導者養成講座
夏休みに向けてここがポイント

子ども 会等少年活動のピ ークで
あ る夏休みに向けて、実際の活動
に応用できる形で学びます。3 回
の講座を 通して少年 活動の技術ポ
イントを学び、実践に生かしてく
ださい。 日時等= 下 表 場所=

青年センタ ー 対象=16 歳以上で
青少年育成活動に関わっている方
費用= 無料 申 込= 電 話 期限=6
月6 日 申 ・間先= 少年育成

係　3880 ―5111㈹

※ 時間は、いずれも午後7時～9時

女性総合センタ ー

情報資料室の
開館時間を延長(試行)
情報資料室では、下記の期間( 試
行期間) 、時間を延長して開館しま
す期間=6月4日～7月30日の
毎週火曜日開館時間=午前9時～
午後7時30分( 火曜日以外は午

前9時～午後5時) 間先=女性
総合センター　3880 ―5222

図書館の臨時休館
次の図書館では、図書特別整理

お よび館内殺虫消毒のため休館し
ます。ご不便をおかけし ますが、
他の図書館をご利用ください。
千住図書館・新田図書館… 6月
1日～10日　宮城図書館・伊興図
書館… 6月7日～16日　佐野図書
館… 6月10日～19日　江北図書館
… 6月16日～25日　常東図書館…
6月18日～27日　中央図書館… 6
月28日～7月10日問先=中央図
書館　3840 ―4646

◎「 あ だち広 報」は再 生紙を使 用してい ま す S. K. O. Hi 　266, 000


